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　地球という星に生命が誕生した瞬間から、わたしたち

と放射線とのおつきあいは始まっています。 

　とはいえ、放射線の存在を認識し、その長所短所もふ

くめて利用するようになった歴史は、わずか一世紀。こ

の間、専門家のあいだでは放射線をよく知る努力がなさ

れてきたものの、一般市民にはその成果が十分伝わって

いないのではないでしょうか。かくいう私も科学ジャー

ナリストと名乗りながら、放射線については無知と胸を

張れる（？）ほどでした。 

　私が放射線を強く意識したのは1998年、チェルノブイ

リ原子力発電所事故の被災地となったベラルーシ共和国

に医療調査団の一員として出かけたときのことです。出

発前は、放射能汚染されたキノコやパンを食べて大丈夫

だろうかなどと、獏とした不安を抱えていました。 

　ところが、最も被害を受けたゴメリ州でも、「埋葬の村」

と呼ばれた地域に住民が戻り、以前と変わらぬ暮らしを

営んでいました。ソフィア・ローレン似の保健士さんが、

キノコや牛乳といった食品の放射能を測り、住民の健康

を守る努力をしていたのです。「ピクニックに行きまし

ょう」と誘われ、川辺に布を広げてほおばった黒パンや

チーズのおいしさといったら！ 

　放射線が「測れる」ことを目の当たりにして、やみく

もに怖がるのではなく、量に応じて対処し「安心」する

ことこそ重要だと知りました。 

　帰国後、国内外の原子力施設を見てまわるうち、原子

力施設に対する市民の不安、いいかえれば、放射線に対

する不安をなんとか正当な理解に変えられないだろうか、

と考えるようになりました。 

　寺田寅彦先生おっしゃるところの、「ものを怖がらな

過ぎたり、怖がり過ぎたりするのはやさしいが、正当に

怖がることはなかなかむつかしい」。この「正当に怖がる」

という難問に向きあってみようと思ったのです。 

　一方で私は、医療の取材を通じて「人の生き死に」の

ありようを深く考えるようになり、さまざまなリスクを

正当に評価できないか、という動機から『死因事典』（2000

年、講談社）を書きました。 

　ひとつのリスクにこだわる「虫の視点」と、さまざま

なリスクを俯瞰する「鳥の視点」とをもったことで、「正

当に怖がる」ことに一歩近づけたと思います。 

　2002年には、WEN（ウイメンズ・エナジー・ネットワ

ーク）主催の「暮らしと放射線シンポジウム」にパネリ

ストとして招かれました。「ラジアルタイヤに放射線を

当てて強化している」「銀座通りは放射線のレベルが高

い」……。放射線の利用や自然放射線にかかわるあまた

の事実をつきつけられ、目からポロリとうろこが落ちた

のです。 

　放射線についてもっと知りたい！持ち前の好奇心がむ

くむくと頭をもたげ、4年にわたる取材をへてものした

のが、『放射線利用の基礎知識』（2006年、講談社）です。 

　自明のことですが、どんなものにも恩恵とリスクが同

居しています。それを天秤にかけて、リスクを最小にと

どめ、恩恵を最大に得る努力をする。それが、人類の知

恵の営みではないでしょうか。 

　昨年7月の新潟県中越沖地震では、柏崎刈羽原子力発

電所から漏れでた「微量の放射性物質」が一般市民の不

安をあおりました。しかし、人体への影響はというと、

ラジウム温泉として有名な鳥取県・三朝温泉のお湯9リ

ットル分に相当する量に過ぎません。行く先々で、この

例えを市民のみなさんにお話すると、「それなら安心し

た」と胸をなでおろされます。 

　正当に怖がることはなかなかむつかしい。だからこそ、

その努力を今日も続けていきたいと思っています。 
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あけましておめでとうございます。 
2008年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

　昨年を振り返りますと、猛暑の夏に見舞われ節電を強いられ、いかに私た

ちの生活が電気に依存しているかを思い知らされた一年でした。太陽光発

電、風力発電など環境に優しい発電方法も開発されていますが、まだまだ実

用には遠く、我々の生活を満たすまでには至っていません。世界中で環境に

優しい発電が私たちの生活を潤してくれるのを祈るばかりです。 

　さて、当社の親会社であるランダウア社はグローバル化を強力に推し進め

ています。米国、南米、ヨーロッパ、日本以外に最近ではオーストラリアにJ/V

を作り、又メキシコにもJ/Vを作る予定があります。このようにグローバル化を

進める中、世界で均一なサービスが行えるようにシステム開発も進めています。

皆様にご紹介出来るのもそう遠くないものと思われます。 

　最後に皆様のご健勝と益々のご発展をお祈り申し上げます。2008年元旦 
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　今回は、ルクセルバッジの開発過程で試験的に

使用され、現在は使われなくなった「初期のOSL線

量測定方法」についてお話しいたします。 

　酸化アルミニウムを用いたOSLは、強い光を照射

するだけで、被ばくした素子が光り始めます。光

の量は被ばくした放射線の線量に比例するので、

発光量を一定時間測定すれば、素子の被ばく線量

を測定できます。光ることにより被ばく情報とし

てトラップされた電子は減少します。強い光を照

射し続ければ、やがて素子の発光は弱まり、ほと

んどなくなります。これがアニール（線量計の初

期化）です。 

　素子に照射する光はどんなものでも良いわけで

はありません。トラップされた電子を励起するのに十

分なエネルギーが必要です。酸化アルミニウムの場合、

青色の光で最も効率よく発光しますが、この時に

得られる蛍光（ルミネセンス）も青色です。OSL線

量計の開発当初は青色の光で素子を刺激していたた

め、線量測定には様々な試みがなされました。 

　同じ色の光を分離するのに着目されたのは時間

でした。刺激光を照射している時間と、発光を測

定している時間をずらす方法です。酸化アルミニ

ウムの発光時間は35msecと非常にゆっくりです。

そこで、この発光時間をさらに長くし、刺激光の

照射を止めた後の発光を測定する方法が試みられ

ました。 

　酸化アルミニウムには、線量測定のトラップだ

けでなく、不純物などによる浅く低いエネルギー

のトラップが存在します。これらはエネルギー凖

位が高く、室温でも電子が開放されるため、通常

は空っぽです。そこで、この空っぽのトラップに

電子をためる線量測定が試みられました。COSLや

DOSLです。 

冷却OSL測定法 

 （COSL：Cold Optically Stimulated Luminescence） 

　COSLでは、被ばくした素子を液体窒素で－100℃

程度まで冷却し、浅いトラップによるルミネセンス

を測定します。冷却された素子に青色の光を照射

すると、被ばくにより生じた深いトラップに存在

する捕獲電子が開放されます。開放された電子は

発光中心と再結合して発光しますが、一部は浅い

トラップに再捕獲されます。そこで青い刺激光の

照射を止め、素子を室温に戻します。すると、浅い

トラップに再捕獲された電子が室温のエネルギー

で抜け出し、発光中心と再結合して発光を始めます。

この光の量を測定することで、素子の被ばく線量

を知ることができます。この方法は最初に実用化

されましたが、素子を－100℃まで冷却するのに時

間がかかることと、大型読取装置に大量の霜が付

着して使用が困難なことから、すぐに次の方法に

移行されました。 

　写真は米Landauer社の廊下に掲げられた、COSL

で最初に取得されたクリップの拡大画像です。 

 

 

 

遅い発光のOSL 

（DOSL：Delayed Optically Stimulated Luminescence） 

　酸化アルミニウムは不純物を加えることにより、

浅いトラップの数を劇的に増やすことができます。

この素子は数秒間という長い発光時間を持ちます。

発光時間が伸びる理由は、青い光で深いトラップ

に捕獲された電子が開放されても、多くの浅いト

ラップで再捕獲を繰り返すためと考えられます。

そこで、青い刺激光により光り始めた素子を光電

子増倍管の前に移動させ、発光量を一定時間測定

することで、素子の被ばく線量を測定できます。

ただし、この方法は室温に敏感です。室温が1度変

わるだけで線量が10％程度増減し、見学者が読取

装置に近づくだけで測定誤差が大きくなります。

このため、これもすぐに新しい読取方法へ移行さ

れました。 

　　　　　　　　　　　＊ 

　次回は緑の光源を用いたOSLについて解説します。

　　　　　　　　　　　　　（営業部　小林 育夫） 

シリーズ［2］ 

OSLのフロンティア 

青色刺激光の時代 
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　また新しい年にな

りました。さしもの

夏も時移って冬とな

れば、今度は身にし

む寒さの季節です。そしてその冬もまた、 

来たりなば春遠からじ、といいます。 

　怖いものと言えば、地震、神鳴、…と

人知を超えた自然現象が筆頭でした。加

えて現代は様々な「怖いもの」が溢れて

います。多くは「正当な怖がり方」が困

難な人間由来のシロモノで、それの挙句

に手が宙を舞うことにもなりかねない。 

　愚考するに、怖がるのが古い脳であり、 

正当にそれを制御するのが新しい脳なら、 

その機構を上手く働かせるには健全な前

頭葉を維持しなければならない。 

　だから「正当に怖がり」、「正当に怖が

れないようなものを作らない」ためには、

余裕がいる。ちょっと止まって息を抜く、

そして考える。　　　        （石山 智）
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　日頃より当社のルクセルバッジサービスを

ご利用いただき、誠にありがとうございます。

本年も引き続きよろしくお願い申し上げます。 

　まもなく新会計年度（平成20年度）を迎え

ます。多くのお客さまの事業所では、契約更

新時期にあたるため、ご担当者は予算編成や

契約更新の準備等で、たいへんお忙しくなる

ことと存じます。当社でも、この時期はバッ

ジサービスの契約に関するお問い合わせや必

要書類のご依頼をいただくことが多くなって

まいります。そのため提出日が差し迫ってお

りますと、間に合わなくなることもでてまい

りますので、更新手続きに必要な書類等がご

ざいましたら、出来るだけお早めにご指示く

ださいますよう、関係部署にお伝えのほど、

よろしくお願い申し上げます。 

〔当社のバッジをご紹介ください〕 

　お客様のお知り合いの中で、新たにX線装

置の導入をご検討中の施設、また、ルクセル

バッジを使用されていない施設等がございま

したら、是非、当社のバッジをご紹介くださ

い。ご契約をいただいた際には、些少ではご

ざいますが、謝礼をさせていただきます。 

 Panasonic電動自転車 
（BE-EPD632-S） 

 東芝DVDポータブル 
プレイヤー（SD-P70D） 

 カシオ電子辞書 
 （XD90N） 

【応募方法】　官製はがきに、クイズの答えと希望賞品および郵便番号・住所・

　　　　　 氏名・年齢・職業・電話番号と今後やって欲しい企画をお書き添

　　　　　　えの上、下記の宛先までご応募ください。 

　　　　　　（お一人様1通のみ有効） 

【応募宛先】　〒103-8487　東京都中央区日本橋久松町11-6 

　　　　　 長瀬ランダウア株式会社「お年玉クイズ」係 

【締め切り】  2008年1月31日（木）必着 

【当選発表】 NLだより4月号（No.364）掲載予定 

＊ヒントは1月中旬頃当社ホームページに 
　掲載する予定です。 

日頃、「NLだより」をご愛読いただきまして、誠にありがとうございます。 
今年も恒例の「お年玉クイズ」を行いますので、多数のご応募をお待ちしております。 

＊お客様の個人情報は、商品発送の委託業者に提供する場合を除き、承諾無く第三者に提供することはありません。 

問    題 
 下は共通のあるものを持った集まりで

すが、1つだけ仲間はずれがいます。
それはなんでしょうか。 
 ・畳 ・パン ・台風 ・碁盤 ・サイコロ 

お年
玉 

クイ
ズ 

A 賞 
1名様 

B 賞 
3名様 

C 賞 
6名様 


